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要旨 : 
連鋳製高炭素鋼線材の伸線加工性には中心部正編析が大きく影響するため，従来からその

解消法が強く望まれていた。当社が開発した連続鍛圧法は編析解消のみならず中心部 C 編

析度 0.6～1.0 の負編析に制御できるという優れた特徴を有する。伸線加工性に最適な負編

析程度を決定するために，0.42～0.95％C 範囲の異なるミクロ組織からなる鋼線の延性破壊

挙動を明らかにした。亜共析鋼の鋼線の絞りは，フェライト体積率およびパーライト層間

隔が小さいほどすなわち高 C ほど向上し，共析鋼の場合はパーライト中のセメンタイト量

の多い方がつまり高 C ほど低下した。本実験範囲では 0.72％C 鋼のミクロ組織の鋼線の絞

りが最も優れていた。そこで，0.5～0.8％Mn を含む 0.8％C 鋼の実機連続鍛圧材の中心部

C 量 0.7～0.75％すなわち編析度を 0.90～0.95 に制御した結果，従来材にくらべ極めて高い

伸線加工性を有することが判明した。 

 
Synopsis : 
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